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彗

曙智畿編釜鼎（毎月1・日発行）
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　　人ロの動き

　一5月1日現在一

男5，067H3）
女5，104（一22）

計10，171（一35）
世帯数2，355（＋7）

　　（）前月比較

発行川西町長根津正三　編集総務課文書広報係　定価　1部5円　　印刷白南風社

心配ごと相談 5／16・克雪センター

23，30・総合センター 6／6・上野連絡所　13・橘連絡所

節黒城

　ミシタニー、シタニ、シタニー、
シタニ，力強い前ぷれとともに、

よびものの大名行列がくだります。

　新緑と野鳥の音に囲まれながら、

＜り広げる山開きも、今年は回を

重ねて9回目・年をおって豊かな
催しも加わる山開きは、この町の
初夏の風物詩にもなりつつありま

す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
町
東
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中
町

　
田
浦
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高
西
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袋
神
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医
院
院
院
　
　
院
院

騰
畿
医
医

休
日
誠
田
旬
口
田

肋
＋
至
池
肚
山
富

5
日
日
日
6
日
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醗
，
騨　　ですが・でも・やっぱ1簸

．畷　1囎擁膿響しな撃1，，
　　　　　　　　　　　　　　ら　予算は、一年間の事業内容を網羅したも　葦

のですので、その内容のご理解と、事業を

行うためのご協力を願うためにも…………

蕊難藷翼疑難v籔
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3
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つ

ん
町見る

、
、
掌

54．当初予算から
鶏
謬

その他蝉

国
保
事
業
勘
定
　
皆
麓
㌍
臨
糧
ぢ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徴
収
し
、
医
療
機
関
へ

の
支
払
い
を
す
る
と
い
う
の
が
こ
の
会
計
で
す
。

　
グ
ラ
フ
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料
は
、

全
体
の
約
三
分
の
一
、
残
る
三
分
の
二
近
く
は
、
国
か
ら
の
財
源

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
負
担
を
少
し
で
も
軽

減
し
た
い
と
、
国
で
も
積
極
的
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
今
年
の
保
険
料
の
平
均
は
、
一
世
帯
当
り
八
万
八
千
八
百
三
十

九
円
。
こ
の
額
は
、
昨
年
度
の
平
均
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
個
々

に
は
、
所
得
の
増
減
な
ど
で
変
更
も
生
じ
て
き
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
全
体
の
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
医
療
費
と
し
て
使
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　　　　　　　　7●．●剛

　　　　　匡庫支蕊

保険料

　　　毒　歳入
33．8％5

＼　　〆＼
．
．

国保事業勘定
　　のじコ

　秘395，832
　輪　　千円

膨ノ

．纏夢
銑●

　
5
，
％

他
翫

のそ

　
　
出

●
　
歳

．
騒
●
●
　
　
●
。
闘
．

．
翻
鞭
韓
曜

　
●
●
■
●
．

保険給付費
　94．5％∠

農
業
共
済
事
業
　
　
農
業
共
済
事
業
の
予
算
総
額
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
千
八
百
三
十
三
万
三
千
円
。
こ
の

う
ち
水
稲
・
蚕
繭
・
家
畜
共
済
の
い
わ
ゆ
る
事
業
勘
定
と
い
わ
れ
る
も
の
が
五
千
二

百
三
万
三
千
円
、
六
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
半
を
し
め
ま
す
。

　
こ
と
に
、
水
稲
共
済
が
基
幹
と
な
り
ま
す
が
、
米
価
の
据
え
置
き
、
転
作
の
奨
励

な
ど
か
ら
、
引
き
受
け
が
停
滞
し
、
全
般
に
、
前
年
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
予
算
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　国保施設・へき診・歯科診会計

　　　千手診療所、へき地出張診療所及び歯科診療所の運営をするの
　　がこの会計です。
　　　したがって、歳出では、人件費と医薬品等の原材料費が大半を
　　しめるのは当然なこと。一方、歳入は、診療収入が大部分です。
　　　ちなみに、施設勘定での歳入は90パーセントが診療収入です。

　　　この金額を単純に、町内の一世帯当りに換算してみますと、2
　　　　　　　　　　　　　　万5千円ちょっと。これが千手診療
・医業費41．8％　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　所で収入する ものなのですが、お宅

歯科診療所23，912千円の医療奪は・年間どれくらいになる
　　　　　　　　　　　　　　でしょつか。
　　歳入　　　　　歳出

施設勘定64，888千円

出歳

へき診会計15，346千円
　歳入　　　　歳出

，　その他
塵：：：：：：：：馨：

慧轟　業費

1聯

翻●

総務費64．3％

鯉総耀灘腰。
　　　　羅墜
その他灘

鶴勢

医
業
費
一
〇
・
九
％

総務費70．8％診療収入73．9％

その他

診療収入鈴，5％

、
護
麟
醐
驚
羅
灘
難
難
羅
難
雛
翻
灘
難
灘
灘
鞭
醐
灘
響
％

その他

15．9％

総務費42．3

歳入
囎麗趨講翻

その他轟
・
羅
灘
灘
雛
雛
灘
灘
騨
耀
灘
醗
灘
難
辮
羅
灘
灘

診療収入90，5％
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翻
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灘
．
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灘
灘
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懸
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灘
雛
雛
懸
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灘
灘
雛
灘
雛
襲
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鱒
繋
鑛
驚

難
騰
議
織
㎜
鐵
撚
雛
騨
雛
蓬
鍵
轍
澱
灘
叢
嬢
馨

難
鍵
遡
雛
鱒
．
鍵
馨
舞
撚
溝
灘
鐵
．
灘
鑛

灘
響
懇
騒
鹸
難
麓
嬰

逡
嚢
難
簾
鰭
醗
榊
難
難
羅
璽
轟
心

　　　　　　　　　業　　　　　　　窮　　　　　導　　　　蒸　　易薦

水
稲
掛
金
は
　
　
　
　
　
水
稲
の
引
き
受
け
見
込
み
面
積
は
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
補
償
の
総
額
は
、

十
ア
ー
ル
　
平
均
千
円
　
＋
億
早
七
百
五
＋
万
円
と
な
り
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
に
対
し
て
、
農
家
の
皆
さ
ん
か

ら
納
め
て
い
た
だ
く
掛
金
は
、
引
き
受
け
の
等
級
と
部
落
の
平
均
被
害
率
（
過
去
二

十
年
間
）
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
十
ア
ー
ル
当
り
の
平
均
は
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
最
近
は
、
五
十
一
年
の
冷
害
に
続
い
て
、
昨
年
の
六
・
二
六
水
害
及
び
干
害
な
ど

の
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
加
入
も
れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

維持費
7．7％

「
き
客
ん
　
　
　
ふ
乏
己
」

愉
あ
な
た
は
お
済
み
で
す
か
？

ね

　　　　　　　　9．9％
国庫支出金使用
30．3％　　料
　　　　　　叱磯
　　　　　　11．1％

歳入

町債
48．7％

　
　
他
％

　
　
釜

合簡易水道

　　159，376千円

　
　
　
　
　
　
昭
和
四
十
四
年
か
ら
始
め
た
町
営
水
道
の
建
設
は
、
別
表

　
　
　
　
　
の
よ
う
に
推
移
し
ま
し
た
。
こ
の
十
年
間
に
投
資
し
た
金
額

　
　
　
　
　
は
、
五
億
七
千
二
百
五
十
万
円
、
ま
た
、
現
在
の
水
道
普
及

率
は
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
部
落
営
等
の
簡
水
も
あ
り
ま

す
の
で
、
全
体
で
は
八
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
新
年
度
の
簡
水
建
設
は
、
橘
の
三
箇
地
区
で
す
。
こ
の
経
費

は
お
よ
そ
一
億
三
千
二
百
万
円
、
予
算
全
体
の
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た

り
ま
す
。
橘
簡
水
の
拡
張
と
い
う
か
た
ち
で
行
わ
れ
る
こ
の
工
事
は
、
水

源
施
設
の
充
実
（
浄
水
施
設
・
配
水
池
の
増
設
）
も
含
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
い
将
来
予
定
の
下
水
道
事
業
に
対
す
る
水
源
確
保
も
こ
の
中

で
考
え
て
い
ま
す
。

町営水道建設の足どり

公債費

8．6％

施　設　名 施工年度 現　　在
一　人口 工事費

川西町上水道 44～45
49～50年 5，508人

87，535
184，458

中仙田簡易水道 46年 474人 33，320

橘　　　〃 47年 1，138人 41，465

赤　谷　　〃 48年 510人 35，960

木　落　　〃 51年 449人 55，287

室　島　　〃 52年　、 280人 68う337・

田　戸　　〃 53年 113人 66，162

計 8，472人 572，524

国
民
年
金
（
拠
出

制
の
障
害
、
母
子
、

準
母
子
、
遺
児
、
寡

婦
住
金
）
を
受
け
て

い
る
人
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
年
金
を
受

け
る
た
め
に
は
「
国

民
年
金
受
給
権
者
現

況
届
」
　
（
現
況
届
）

を
、
毎
年
五
月
中
に
、

1
国
民
年
金
の
現
況
届

團へ
・
G
、

’
・
‘

、
●

現
況
届
は

早
目
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
〃

役
場
の
年
金
係
へ
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
「
現
況
届
」
と
は
、
年
金
受
給
者

と
、
そ
の
加
給
対
象
者
の
生
存
及
び

生
計
維
持
関
係
の
確
認
を
行
い
、
今

年
度
の
年
金
支
払
い
を
決
め
る
重
要

な
届
で
す
。

　
も
し
、
こ
の
現
況
届
が
期
限
の
五

月
三
十
一
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
な
い

と
、
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
　
“
引

き
続
き
年
金
を
支
払
っ
て
よ
い
か
ど

う
か
の
判
断
”
が
つ
き
ま
せ
ん
の
で
、

現
況
届
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

年
金
の
支
払
い
を
一
時
差
し
止
め
ま

す
。　

な
お
、
現
況
届
の
ほ
か
、
診
断
書

の
再
提
出
を
求
め
ら
れ
た
人
は
、
診

断
書
も
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
診
断
書
は
、
五
月
一
日
か
ら
五

蕨亀

月
三
十
一
日
ま
で
に
作
成
し
た
も
の

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
早
目
に

医
師
を
訪
れ
、
診
断
書
を
作
成
し
て

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
該
当
者
に
は
、
用
紙
を
送
付
い
た

し
ま
す
。年

金
係
か
ら

　
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
や
、
資

格
を
喪
失
し
た
と
き
の
届
出
は
、
必

ず
、
本
人
の
申
し
出
が
必
要
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
厚
生
年
金
等
の
加
入

者
が
会
社
等
を
や
め
た
と
き
、
あ
る

い
は
、
国
民
年
金
の
加
入
者
が
会
社

等
に
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
な

ど
は
、
必
ず
、
届
出
が
必
要
で
す
。

　
電
話
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ま
ち

が
い
な
く
お
届
け
く
だ
さ
い
。
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き上げ

　昭和54年度から、自動車税の税率が自家用車に

ついておおむね10％引きあげられました。

　主な税率は次のとおりです。

◎四輪の小型乗用車

　総排気量が12以下のもの

　　　　　21，670円（改正前19，970円）

　12を超え1．52以下のもの
　　　　　25，500円　（　〃　23，370円）

　1．52を超えるもの

　　　　　29，320円　（　　〃　26，770円）

◎トラック

　最大積載量が／t以下のもの

　　　　　5，950円　（　〃　　5，520円）

　4tを超え5t以下のもの
　　　　　18，700円　　（　〃　　17，000円）

　9tを超え10t以下のもの

　　　　　39，100円　（〃　　35，700円）

（積雪による減免が15％あります。）

　　　　一軽自動車税も改正一
◎原付自転車

　50㏄以下　　　　　700円（改正前650円）

　50～90cc以下　1，100円（〃1，000円）

　90ccを超えるもの1，450円（〃1，300円）

危
険
物
取
り
扱
い
　
危
険
物
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扱
い
者
講
習

　
　
　
　
　
講
習
会
会
（
甲
・
乙
・

丙
種
）
が
次
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

◎
対
象
者
、
消
防
法
の
規
定
の
製
造
所
、
貯
蔵
所
、

取
扱
い
所
で
、
危
険
物
の
取
扱
い
作
業
に
従
事
す

る
危
険
物
取
扱
い
者
（
受
講
義
務
者
）
と
危
険
物

の
取
扱
い
作
業
を
し
て
い
な
い
が
受
講
希
望
の
人
。

玉嚇ン停電のおしらせ

●5月15日（火）／午前9
、午後／時まで、三領．小根

◎
受
講
の
義
務
・
受
講
義

務
者
は
、
次
の
期
間
内
に

講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

①
製
造
所
で
危
険
物
の
取

扱
い
作
業
を
し
た
日
か
ら

一
年
以
内
。

②
危
険
物
の
取
扱
い
作
業

を
し
た
日
前
四
年
以
内
に

免
状
の
交
付
を
受
け
て
い

る
場
合
は
、
免
状
交
付
の

日
か
ら
五
年
以
内
。

③
受
講
後
、
引
き
続
き
危
険
物
の
取
扱
い
作
業
に

従
事
し
て
い
る
場
合
は
、
講
習
を
受
け
た
日
か
ら

五
年
以
内
。

◎
期
日
及
び
場
所
六
月
一
日
（
金
）
、
小
千
谷

市
民
会
館
（
小
千
谷
市
土
川
）

◎
申
請
期
間
及
び
申
込
み
先
、
五
月
二
十
二
日

ま
で
に
、
新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課
危
険
物
係

（
〒
洲
　
新
潟
市
学
校
町
一
番
町
）

受
講
申
込
み
書
は
分
遣
所
に
も
あ
り
ま
す
。

◎
講
習
手
数
料
千
六
百
円

◎
詳
し
く
は
分
遣
所
ま
で
ど
う
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
試
験
日
時
・
六
月
二

調
理
師
試
験
　
＋
八
日
、
蒔
～
三
時

　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
分
ま
で
、
▲
試
験

地
・
六
日
町
、
▲
試
験
科
目
・
衛
生
法
規
ほ
か

五
科
目
、
▲
受
験
資
格
・
厚
生
省
令
の
定
め
る

施
設
ま
た
は
営
業
で
二
年
以
上
の
経
験
者
、

▲
願
書
提
出
・
今
月
二
十
一
日
～
二
十
五
日
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用

　
　
車
の
　
　
　
　
業

鎚
動
も
上
ー
ー
耕
作
他
小

婚
謝
醐
型
鞘
轍

9
軽
二
四
　
　
小
　
　
二

　
　
◎
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多

　
で
の
間
に
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
に
、

　
▲
そ
の
他
・
受
験
願
書
は
、
十
日
町
保
健
所
に

　
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
保
健
所
及
び
役
場
健
康

　
管
理
室
ま
で
ど
う
ぞ
。

竜のもの　　　2，200円（〃2，000円）

1以上のもの

毫用（自家用）　6，500円（〃5，900円）

薯物　（　〃　）　3，650円　（〃3，300円）

型特殊自動車

き耕作業用　　　1，450円（〃1，300円）

壬の他のもの　　4，300円（〃3，900円）

命の小型自動車

　　　　　　　3，650円（〃3，300円）

（積雪により30％の減免があります。）

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　
県
の
移
動
文
庫

庫の潟
言馨竪
五文館新

十
冊
が
、
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室
に
届
い
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
文
庫
と
交
換
し
て
く
れ
た
も
の
で
、
今
回

の
配
本
は
、
約
半
年
間
セ
ン
タ
ー
に
置
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。　

四
月
号
の
表
紙
の
説
明
中
、
　
「
…
…

血
液
も
全
体
の
二
分
の
一
を
…
…
」
と

あ
る
の
を
、
　
「
…
全
体
の
三
分
の
一
…

…
」
に
、
九
ぺ
ー
ジ
町
内
さ
ん
ぽ
の
見

出
に
「
社
会
教
育
活
導
」
と
あ
る
を
「
社

会
教
育
活
動
」
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

Z　ミSミ勇…　》　 》　　》　　〉　　〉　　 〉　　 〉　　　〉　　　〉　ーミ贈…ミ罷一　　 一　　一　　一　　一　　一　　…一　一ミ　ー一　一　　＿
6／1に

灘

訂正
一お詫ぴ一

世
紀
の
大
事
業

　
か
ん
排
・
ほ
場
整
備
な
ど
の

　
　
　
　
合
同
し
ゅ
ん
功
式

　
町
及
び
町
土
地
改
良
区
で
は
、
県
営
の
か
ん
排
事

業
を
始
め
ほ
場
整
備
事
業
、
二
次
構
、
国
土
調
査
事

業
な
ど
一
連
の
近
代
化
事
業
の
完
成
を
記
念
し
て
、

来
月
一
日
に
大
規
模
な
し
ゅ
ん
功
式
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
内
外
か
ら
の
来
賓
お
よ
そ
九
百
人
を

招
い
て
、
川
西
ダ
ム
の
通
水
式
を
始
め
、
ダ
ム
湖
畔

に
建
つ
記
念
碑
の
除
幕
式
を
行
っ
た
の
ち
、
体
育
館

に
お
い
て
盛
大
な
式
典
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
こ
れ
ら
大
事
業
の
完
成
を
記
念
し
て
各

戸
に
ふ
ろ
し
き
を
配
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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　今年、町内で成人式を迎えた人は、

男104名・女107名の211名です。
　去る3日、総合センターで行われた
成人式には、このうち129名が参加￥
はち切れんばかりの若さと、あでやか
な服装につつまれ、大勢の人たちの祝
福を受けていました。

若さとあでやかさと

三／3新成人1

働町に鄭こと
一一成人代表に聞く一

　「はたち？）…まだ実感かわきません」

　「とにかく自分の行動に責任を持つこ

とでしょうネ」　「社会の一員として、恥

じないように頑張ります……。」

　さまざまな感慨のうちに迎えた成人式，

この人たちは、この町にどんな望みを持

っているのでしょうか。代表者四人に伺
ってみました。題してミこの町に望むこ
と≒です。

あ
っ
た
か
く
て

や
さ
し
さ
の
匂
う
町　

君
　
礁瓠

　
「
オ
ギ
ャ
ー
」
と
生

ま
れ
て
か
ら
今
日
ま
で

こ
の
町
に
育
っ
て
来
ま

し
た
。
豪
雪
地
で
、
暮

し
の
中
に
は
つ
ら
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
自
然
の
（
季
節
）

流
れ
で
す
か
ら
し
か
た

な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
む
し
ろ
私
は
特
別
大

き
な
災
害
の
な
い
こ
の
町
が
と
て
も
好
き
な
の
で
す
。
こ
の
町

を
離
れ
て
暮
し
て
み
た
こ
と
の
な
い
者
の
考
え
な
の
で
し
ょ
う

ヤ
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

カ
　
　
：
・
で
す
か
ら
、
も
し
私
が
町
に
望
む
と
す
る
な
ら
ば
、

何
か
を
建
設
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
た
と
え
ば

「
春
の
小
川
」
と
い
う
歌
の
詞
の
よ
う
に
、
あ
っ
た
か
く
て
、

や
さ
し
さ
が
町
の
ど
こ
か
に
匂
う
よ
う
な
、
そ
ん
な
町
で
あ
る
　
…
…
…
…
偲

こ
と
を
望
み
た
い
で
す
ね
エ
。

町
民
の
声
を

大
切
に
し
た
開
発
を　

君
　
明

　
義

辛
巻

塩
藤

　
今
日
の
町
行
政
に
は
、
…

本
当
に
目
を
み
は
る
も
㎜

の
が
あ
り
ま
す
ね
エ
。

　
県
下
有
数
の
体
育
館
…

や
、
公
共
施
設
の
新
改
　
…

築
、
そ
し
て
町
民
へ
の
…

解
放
、
ま
た
、
町
民
文
…
…

聯
轍
諜

と
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
あ
ん
ま
り
急
激
な
進
歩
過
ぎ
て
、

不
安
も
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
移
り
変
わ
る
社
会
に
即

し
て
、
町
民
の
声
に
答
え
る
姿
勢
を
、
一
層
強
固
な
も
の
に
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
奇
形
化
し
た
小
さ
な
大
都
会
と
す
る

の
で
は
な
く
、
本
来
の
川
西
町
の
姿
で
あ
る
豊
か
な
自
然
を
保
ち

続
け
て
ほ
し
い
、
町
民
の
声
を
大
切
に
し
た
開
発
を
続
け
て
ほ

し
い
と
考
え
ま
す
。

み
ん
な
の
体
育
館

も
っ
と
も
っ
と
有
効
に

下平新田
上村智恵子さん

　
町
で
は
、
大
き
な
事

業
が
次
々
と
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
と
く
に

総合

体
育
館
と
い
う
素

晴
し
い
施
設
に
は
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
で
も
、
多
く
の
お
金

を
か
け
、
み
ん
な
の
力

で
で
き
あ
が
っ
た
あ
の

建
物
、
維
持
費
も
大
変

と
聞
き
ま
す
が
、
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
も
っ
と
も
っ
と
、
み
ん
な
か
ら
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

青
少
年
の
体
育
指
導
員
の
養
成
な
ど
ど
う
か
な
あ
。
…
…

　
ま
た
、
総
合
セ
ン
タ
ー
の
図
書
を
各
地
区
の
主
要
集
会
場
な

ど
で
、
出
張
貸
出
し
し
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
エ
。

　
農
業
面
で
は
、
耕
地
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
以
外

の
経
済
的
な
収
入
源
が
保
障
さ
れ
た
ら
、
さ
ら
に
若
い
仲
間
も

増
え
、
楽
し
い
町
に
な
る
だ
ろ
う
な
あ
、
と
思
い
ま
す
。

　　町

働肉
　　に
け

る

場
が

ほ

し

い

東善寺
野上久仁子さん

　
年
々
、
豊
か
に
な
っ

て
い
る
川
西
町
で
す
が
、

成
人
式
を
迎
え
る
私
た

ち
に
と
っ
て
、
一
番
の

心
配
ご
と
は
、
や
は
り

就
職
難
の
こ
と
で
し
た
。

幸
い
私
は
町
内
の
工
場

で
働
く
こ
と
が
で
き
ま

・
し
た
が
…
…
。

　
今
、
若
い
人
た
ち
は

ほ
と
ん
ど
が
都
会
へ
出
て
行
き
ま
す
。

　
も
し
、
町
内
に
工
場
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
が
あ
っ
た
な
ら
、
こ

の
住
み
な
れ
た
町
で
大
勢
の
人
た
ち
が
働
く
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
町
の
発
展
と
町
民
の
幸
せ
を
願
っ
て
、
そ
ん
な
こ
と
に
期
待

し
て
い
ま
す
。
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ありがとう

ございました
善
意

　
次
の
善
意
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

・
母
ナ
ツ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
田
中

茂
夫
さ
ん
（
小
白
倉
）
か
ら
二
万
円
。

．
母
マ
ト
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
水
落

達
一
さ
ん
（
仁
田
）
か
ら
五
万
円
。

　
　
　
ア

商業統計調査

一・ご協力を一

来
月
一
日
に

寧縦．

簸

裂1

輩

麟

謬
　し　　　

し　ノ

疑

鋭
雛
薗

讐

蓼

　
六
月
一
日
に
、
全
国
の
商
業
（
卸
売

業
・
小
売
業
・
飲
食
店
）
を
営
む
全
事

業
所
を
対
象
に
、
商
業
統
計
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
従
業
者
数
・
商
品
販

売
額
・
営
業
形
態
な
ど
を
、
業
種
別
・

規
模
別
・
地
域
別
に
は
握
し
、
国
は
も

ち
ろ
ん
、
県
や
市
町
村
の
各
種
の
行
政

施
策
の
基
礎
資
料
と
す
る
も
の
で
す
。

　
調
査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
よ
ろ
し

く
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国際村で

　
“
水
清
き
ふ
る
さ
と
”
と
い
う
よ

う
な
、
帰
る
べ
き
ふ
る
さ
と
を
持
た

な
い
私
た
ち
に
と
っ
て
、
高
倉
国
際

村
は
、
い
い
よ
う
の
な
い
安
ら
ぎ
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
ご
ろ
は
、
上
野
駅
に
近
く
な

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
春
・
夏
・
冬
と

少
な
く
と
も
三
回
は
家
族
で
過
ご
す

の
を
常
と
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
家

を
建
て
て
以
来
、
ま
す
ま
す
高
倉
に

愛
着
も
わ
き
、
川
西
町
一
帯
の
こ
と

も
知
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
川
西
町
が
、

こ
の
国
際
村
の
た
め
に
、
井
戸
や
道

路
を
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
投
資

縫墜

聡
、
．

盆
踊
り
や

仮
装
大
会
を
満
喫

　
　
　
　
　
　
　
　
池
谷

　
を
、
税
金
の
中
か
ら
し
て
く
だ
さ
っ

　
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
ま
こ
と
に
あ

　
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
い
く
つ
か
、
印
象
深
い
こ
と
を
記

　
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
二
年
く
ら
い
前
の
夏
で
し
た
か
、

　
部
落
の
人
に
つ
れ
ら
れ
て
、
千
手
の

　
相
撲
大
会
を
見
物
に
行
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん

　
声
援
の
と
び
か
う
草
相
撲
、
相
撲
甚

　
く

　
句
の
お
も
し
ろ
さ
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
真
夏
の
盆
踊
り
に
続
い
て

　
行
わ
れ
る
仮
装
行
列
も
、
毎
年
趣
向

　
を
こ
ら
し
た
も
の
が
あ
り
楽
し
い
も

　
の
で
す
。
ま
た
、
い
つ
で
し
た
で
し

　
ょ
う
か
、
子
供
を
つ
れ
て
歩
い
て
い

住
所
・
文
京
区

職
業
・
大
学
助
教
授

彰
さ
ん
（
四
十
五
歳
）

ま
し
た
ら
、
村
の
人
に
「
よ
く
来
た

ね
」
と
い
わ
れ
、
子
供
が
と
て
も
う

れ
し
そ
う
な
顔
を
し
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
だ
ん
だ
ん
と
村
や

近
隣
に
な
じ
み
が
で
き
て
く
る
に
つ

れ
て
、
国
際
村
を
も
含
め
た
川
西
町

が
直
面
し
て
い
る
様
々
な
間
題
、
と

く
に
、
農
業
問
題
に
対
し
て
深
い
関

心
を
払
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
こ
の
問
題
が
、
単
に
一
地
方
の

問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
全
体
が

直
面
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

認
識
す
る
に
い
た
っ
た
次
第
で
す
。

ぜ羅躍騨鵜寧議撚騰轟撫㌶驚・凝・
＾私！

や
　
　
　
　
融

¢
薯
紹
介
熱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
饗
馬

、
無
“
矯
呪
酪
薄
げ
葡
螺
櫓
鴇
樹
壇
翻
慨
鵜
駕
蜘
マ

　
今
月
に
限
っ
て
“
珍
物
紹
介
”
と
し

ゃ
れ
て
み
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
合
掌
の

う
え
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　
三
領
は
、
水
品
忠
雄
さ
ん
の
お
宅
で

は
、
古
く
か
ら
“
オ
ノ
コ
サ
マ
”
な
る

珍
物
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
品
家
前
を
、
斜
め
左
に
よ
ぎ
る
と

三
領
神
社
に
通
じ
ま
す
が
、
こ
の
境
内

に
ほ
ど
近
い
道
ば
た
に
、
古
く
小
さ
な

ほ
こ
ら
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に
鎮
座

ま
し
ま
し
て
い
る
の
が
珍
物
“
オ
ノ
コ

サ
ア
な
の
で
す
。

　
ご
存
知
の
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う

が
、
こ
の
ご
神
体
、
実
は
男
性
の
性
器

を
形
ど
っ
た
自
然
石
な
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
に
し
ろ
、
古

腰下の病いをなおす

ミオノコサマヤ

　　　　三領　水品忠雄さん

い
も
の
だ
け
に
、

安
置
年
代
は
ま
っ

た
く
不
明
、
所
有

す
る
水
品
さ
ん
を

懸
．
鹸
簸

始
め
、
部
落
の
古
老
も
知
る
人
が
あ
り

ま
せ
ん
。
と
は
い
っ
て
も
、
物
が
物
で

す
か
ら
、
近
郷
の
人
た
ち
の
信
仰
も
多

く
、
ひ
と
こ
ろ
は
、
毎
月
七
日
を
お
祭

り
の
日
と
し
て
、
ロ
ー
ソ
ク
が
あ
が
り
、

ワ
ラ
ジ
や
小
さ
く
ま
っ
か
な
腰
巻
が
あ

が
っ
て
、
そ
れ
は
大
勢
の
参
拝
者
が
あ

っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
神
様
は
、
腰
か
ら
下
の
病
い
を

な
お
し
て
く
れ
る
の
が
お
得
意
。
た
と

え
ば
、
足
の
悪
い
人
や
性
病
、
良
縁
を

願
う
娘
た
ち
の
願
か
け
の
場
だ
っ
た
と

い
う
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
ち
な
み
に
、
オ
ノ
コ
と
は
「
男
の
子
」

か
ら
出
た
こ
と
ば
と
い
う
人
も
あ
り
ま

す
が
、
は
た
し
て
ど
う
な
の
で
し
ょ
う

か
。

　
「
村
の
人
た
ち
の
信
仰
も
あ
つ
く
、

大
切
に
扱
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
う
ち
に
ほ
こ
ら
の
修
理
も
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
は
、
所

有
者
水
品
さ
ん
の
お
話
。

　
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
皆
さ
ん
も
出
掛

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ▲腰下の病いをなおすオノコサ
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行
政
相
談
員
に

　
　
　
　
上
野
の

　
　
　
　
　
　
富
井
さ
ん

　
行
政
上
の
不
満
や
要
望
、
．

富
井
さ
ん
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
町
の
行
政
相
談
委

員
に
、
上
野
の
富
井

源
蔵
さ
ん
が
再
び
委

嘱
（
四
月
一
日
付
）

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

　
・
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
O
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
・
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
千
六
十
一
円
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
う
ち
の
一
割

　
　
緑
の
羽
根
募
金
　
　
（
九
重
百
六
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
奉
仕
団
体
で
あ

る
川
西
中
学
へ
。
残
る
八
万
二
千
八
百
五
十
五
円
を
、
県
緑

化
推
進
委
員
会
へ
送
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
十
旦
こ
ろ
に
は
、
こ
の
一
部
が
町
へ
還
付
さ
れ
、

緑
化
資
金
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
・
◎
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
　
0
●
　
●
　
●
●
　
●
　
●
　
●
　
●
●
　
●
●
●
●
　
●
●
●
●
●
　
●
●
●
●
●
●
●

第
2
回
町
民

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会

※
と
　
き
　
五
月
二
十
日
（
日
）

※
と
サ
」
ろ

※
対
　
象

※
参
加
料

※
申
込
み

※
し
め
切
り

九
時
～
五
時

町
民
体
育
館

町
内
に
在
住
、
勤
務
の
人

一
般
ダ
ブ
ル
ス
　
百
円

一
般
シ
ン
グ
ル
ス
　
ニ
百

円
、
中
学
生
は
前
記
の
半

額
、
小
学
生
は
無
料
で
す
。

総
合
セ
ン
タ
ー
及
び
体
育

館
に
申
込
み
書
あ
り
。

詳
し
く
は
八
⊥
三
〇
一

蔵
品
ま
で
。

　
五
月
十
五
日

鋼霞雛灘翻購鑑融蕊

謬

1。1。，。｛oII，61。lll981川1，匿。96111豊。19ll川唇9181”賜。・lll。川9”II川1。0681561。。，。，1川II，8。811臨巳謄811。“II，唇，｛1。II｛ll。6川1。・。68川lll8e6川1。。1II

まっぴら〃交通事故1』電偽

にっこり　　1、＼器
　女性指導員も誕生　マ美トC謬
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　な指はi絶い防よ名は　　＼指つ導’：対いiトつま、・ノ1、　　、、　　。
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．
．
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．
．
ロ
．
．
．
．
．
．
一
一
一
．
一
．
．
．
酵
一
一
．
一
．
．
．
．
．
り
一
碑
一
一
－
．
．
．
．
曽
卿
．
一
聯
．
鴨
．
一
一
．
．
一
．
．
．
．
．
．
．
…
．
．
．
一
．
．
…
．
．
．
．
一
一
ξ
．
『
．
．
9
｛
．
．
．
．
。
｛
q
．
一
｛
．
．
一
ξ
一
一
．
一
｛
｝
一
一
｝
一
三
｝
三
｝
3
一
｝
ミ
…
｛
ご
…
二
一
｛
三
｛
…
。
一
一
一
軸
…
｛
3
ξ
一
｝
三
…
一
｛
。
ξ

　
　
　
▲
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と

　
　
　
と
も
に
、
町
の
交
通
指
導

　
　
　
員
が
増
員
し
て
勢
ぞ
ろ
い

　
　
　
し
ま
し
た
。

　
小
林
隊
長
以
下
十
五
名
の
中
に

は
、
新
進
気
鋭
の
女
性
指
導
員
五

名
も
含
ん
で
、
や
わ
ら
か
さ
も
ち

ょ
っ
ぴ
り
、
か
と
い
っ
て
、
事
故

防
止
に
は
、
敢
然
と
た
ち
向
う
と

い
い
ま
す
か
ら
、
事
故
や
違
反
は
、

絶
対
に
起
こ
し
ま
せ
ん
よ
う
に
…

．
．
．
…
。
と
く
に
、
女
性
指
導
員
に

は
、
幼
児
・
老
人
な
ど
へ
の
安
全

指
導
を
徹
底
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

指
導
員
も
、
け
っ
し
て
好
ん
で

　
　
　
ゃ
っ
て
く
れ
る
の
で
は
あ

　
　
　
り
ま
せ
ん
。
明
る
い
町
づ

　
　
　
く
り
を
思
え
ば
こ
そ
、
立

　
　
　
ち
あ
が
っ
て
く
れ
て
い
る

　
　

　
導
　
こ
の
人
た
ち
に
、
絶
大
な

傭
る
声
援
と
ご
協
力
を
－
．

　
い
　
　
小
林
　
健
三
　
木
　
島

　
ろぞ

　
　
清
水
　
正
昭
山
野
田

働
太
田
正
　
中
央
町

え
　
　
小
林
　
ト
シ
　
中
島
町

　
じ

ま
　
相
崎
和
子
沖
立

恥
　
　
平
野
登
美
枝
　
東
善
寺

導
高
橋
八
重
子
伊
友

指
性
　
小
林
久
子
木
島

女
　
上
村
英
雄
上
野

　
▲　

　
　
押
木
貢
　
元
町

　
　
　
内
山
慶
一
新
町

　
村
越
利
雄
野
口

　
田
中
富
士
雄
　
仁
　
田

　
山
家
文
夫
木
落

　
片
桐
　
昌
好
　
大
白
倉

　
南
雲
　
教
　
　
中
仙
田

▲
今
年
に
入
っ
て
、
町
内
で
の

交
通
事
故
は
急
上
昇
で
す
。
す

で
に
死
亡
者
二
名
、
つ
い
先
日

は
、
町
内
の
人
が
十
日
町
市
で

死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事

故
も
あ
り
ま
し
た
。

　
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
は
、
気

の
毒
で
す
が
、
し
か
し
、
町
内

で
の
発
生
事
故
は
、
二
件
と
も

無
謀
運
転
の
よ
い
例
と
も
い
え

ま
す
。

　
そ
の
教
訓
と
し
て
、
右
下
の
写
真

（
死
亡
事
故
）
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
の

で
す
が
、
…
…
…
…

▲
こ
の
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
、
春

の
交
通
安
全
運
動
期
間
で
す
。

　
重
点
目
標
は
、

◎
歩
行
者
、
と
く
に
子
供
と
老
人
の
事

　
故
防
止

◎
自
動
二
輪
車
、
原
付
の
事
故
防
止

◎
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

　
用
推
進

“
せ
ま
い
道
、
大
き
く
広
げ
る
ゆ
ず
り

あ
い
”
　
事
故
防
止
は
、
か
か
っ
て
、

運
転
者
の
心
が
け
次
第
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
…
…
・
…
：

▲
ま
っ
た
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ア
活
動
に
、

交
通
安
全
協
会
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

▲野口地内での無惨な事故

　
街
頭
で
の
指
導
、
パ
ト
ロ
ー
ル
、
は

て
は
、
各
種
安
全
施
設
の
点
検
整
備
に

と
、
陰
な
が
ら
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
の

人
た
ち
、
そ
れ
に
し
て
も
、
　
「
わ
れ
わ

れ
が
街
頭
に
立
つ
と
、
こ
れ
み
よ
が
し

に
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
る
人
が
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
行
為
を
理
解
し
て
く
れ

な
い
人
た
ち
の
多
い
の
に
は
、
寂
し
さ

さ
え
感
じ
ま
す
。
」
と
は
、
あ
る
役
員

の
話
。
活
動
資
金
も
乏
し
い
こ
の
協
会

で
は
、
皆
さ
ん
の
暖
か
い
ま
な
ざ
し
こ

そ
、
待
ち
望
ん
で
い
る
模
様
で
す
。

　
次
の
方
々
が
、
支
部
長
を
務
め
て
く

れ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
。

　
千
手
支
部
長
　
　
平
野
　
正
義

上
野
　
〃
　
　
竹
口
武
治

橘
　
　
〃
　
　
丸
山
　
一
徳

仙
田
　
〃
　
　
　
小
山
美
智
真
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．
．
．
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螺灘襲騒羅雛灘縷霧鑛1鰯鵡灘鰭鈷藷　肇
発
熱
の

　
　
　
　
　
手

当

　
普
通
体
温
は
、
健
康
の
成
人
で
三

十
五
．
九
～
三
十
六
．
七
度
、
小
児

で
は
、
成
人
よ
り
○
．
二
～
○
．
五

度
く
ら
い
高
い
の
が
普
通
で
す
。

　
私
た
ち
の
体
温
が
、
い
つ
も
一
定

に
保
た
れ
て
い
る
の
は
、
体
温
の
生

産
と
放
散
の
均
衡
を
と
っ
て
い
る
体

温
中
枢
の
働
き
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
感
冒
な
ど
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
細
菌
に
感
染
さ
れ
る
と
、

病
原
菌
の
毒
素
に
抵
抗

し
て
体
内
に
発
生
し
た

発
熱
物
質
に
よ
っ
て
、

体
温
中
枢
が
刺
激
さ
れ
、

体
温
調
節
の
機
能
が
障

害
さ
れ
る
た
め
発
熱
し

ま
す
。
ま
た
、
長
時
間

直
射
日
光
の
下
で
作
業

し
て
い
る
と
、
夜
間
に

な
っ
て
体
温
が
上
昇
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

発
熱
時
の
手
当
…

　
ま
ず
、
何
の
た
め
に

体
温
が
上
が
っ
た
の
か

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
カ
ゼ
等
で
、
原
因
が

は
っ
き
り
し
て
い
れ
ば
、

医
師
の
指
示
に
よ
り
薬
を
飲
ま
せ
、

頭
は
氷
枕
で
冷
し
、
番
茶
な
ど
の
水

分
を
十
分
与
え
て
、
静
か
に
休
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

　
薬
を
飲
ん
で
も
、
す
ぐ
に
熱
は
下

が
り
ま
せ
ん
。
あ
ち
こ
ち
と
病
院
に

連
れ
ま
わ
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
原
因
の
わ
か
ら
な
い
発
熱
は
、
で

き
る
だ
け
早
い
う
ち
に
医
師
の
診
察

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ひ
き
つ
け
の
勇
嵐
幼
児
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
は
、
高
熱

に
よ
っ
て
、
と
き
た
ま
“
ひ
き
つ
け
”

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん

な
と
き
は
、
あ
わ
て
ず
に
、
ま
ず
静

か
に
寝
か
せ
、
体
を
し
め
つ
け
て
い

る
物
を
と
り
、
呼
吸
を
楽
に
さ
せ
、

頭
を
冷
し
、
手
足
を
暖
か
く
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
か
ん
セ
う

　
と
き
と
し
て
、
涜
腸
を
し
て
便
を

出
し
て
や
る
と
お
さ
ま
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
も
し
、
ひ
き
つ
け
が
激
し
く
、
舌

を
か
む
危
険
が
あ
る
よ
う
な
と
き
は
、

布
を
ま
る
め
て
か
ま
し
て
お
き
ま
す
。

　
そ
の
際
、
ゆ
び
を
か
ま
れ
な
い
よ

⇔
駐
導
ろ
攣

　
　
　
　
　
　
『
銭

症
状
が
お
ち

つ
い
た
ら
医

　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
6

師
に
み
て
も

醇
く
だ
｛
瘍

一
ヨ

笛
婁
毎
嚢
讐
駿

戸
籍
の
窓
か
ら

葛
暑
葛
骸
魅
葛
骸
葛
葛
骸
葛
骸

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
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（
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㏄
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（
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（
羅

（
総

◎
新
郎

（
◎
新
婦

（
総

清
水
　
寛
平

野
村
か
づ
い

根
津
芳
雄

高
野
千
津
子

大
久
保
吉
晴

南
雲
友
子

松
澤
賢
一

丸
山
み
ち
子

若
山
　
裕

貝
澤
真
紀
子

木
村
恭
一

相
崎
富
美
子

小
林
眞

永
井
弘
美

星
名
正

大
島
眞
由
美

訴
峯翼5

州
£

木
島

十
日
町
か
ら

原
　
田

十
日
町
か
ら

マ
了
　
　
ー
｛

田
ヱ
　
　
「
卜

田
中
町
か
ら

上
　
野

根
深
か
ら

上
野

十
日
町
か
ら
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